倉敷市真備健康福祉館世代間ふれあいデイサービス事業業務基準書
１　目的
　健康づくりに関連する体操や運動などの講座や水中での歩行運動，ストレッチなどの講座を実施することにより，高齢者等の社会参加・介護予防等を図るとともに，世代間交流の促進を目的とする。
２　実施場所

　　実施場所は，広間及び温水プールとする。
３　事業内容

　(１)　健康体操

受講後に独力で安全に健康体操が継続できるように，基本的な技術の会得を目的とした，健康づくりに関連する体操などの講座を実施する。

　(２)　水中運動

　　　　受講後に独力で安全に水中運動が継続できるように，基本的な技術の会得を目的とした，水中での歩行運動やストレッチなどの講座を実施する。
４　対象者

　　倉敷市に住所を有する概ね４０歳以上の中高年及び要介護認定を受けていない高齢者を対象とする。ただし，かかりつけ医等の指示により運動制限を受けている者については，事前に許可を受けておくことを参加の条件とする。
５　事業の実施日，定員等
　(１)　それぞれの事業において，５箇月（週１回）を１コースとし，年間２コース実施すること。

　(２)　１回あたりの実施時間は，９０分程度とする。

　(３)　健康体操の定員は２０人程度，水中運動の定員は１５人程度とする。ただし，倉敷市と協議し，受講者の安全等を確保できると判断された場合にはこの限りでない。

６　人員体制

　(１)　健康体操
受講人数に関わらず，２名以上配置すること。この場合において，配置する職員は正社員か否かは問わないが，理学療法士又は看護師資格のいずれかを所持する有資格者を１名以上配置すること。

　(２)　水中運動
受講人数に関わらず，３名以上配置すること。この場合において，配置する職員は正社員か否かは問わないが，理学療法士，作業療法士，（財）健康・体力づくり事業財団認定健康運動指導士（健康運動実践指導者），（財）日本体育協会公認水泳指導者，日本赤十字社水上安全法の救助員資格のいずれかを所持する有資格者を１名以上，及び保健師又は看護師資格のいずれかを所持する有資格者を１名以上配置すること。

７　利用料

この事業に係る利用料は徴収しないこと。ただし，講座の実施に伴う材料費等の実費は受講者が負担することとする。
８　実施についての留意点

　　講座開始前に，受講者全員の健康状態を確認及び記録し，安全に講座に参加できると認められた者のみ受講させること。また，講座中であっても，個々の受講者の状態を常に観察し，身体の異状等が認められる場合又は異状等が疑われる場合には，すみやかに講座を中断し，しかるべき処置を行うこと。
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